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２０２２年４月２４日（土）

数理・計算科学系入試担当 山下真 (is-nyushi@c.titech.ac.jp)
情報工学系入試担当 村田剛志 (cs-nyushi@c.titech.ac.jp)

情報理工学院入試説明会
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Tokyo Tech説明項目

1.修士課程入学試験について
(2023年4月入学または2022年9月入学）
1. 募集要項の重要箇所の抜粋
2. 英語外部試験について
3. 系ごとの出願の注意点

1. 数理・計算科学系
2. 情報工学系

2.博士後期課程入学試験について
(2022年9月入学)
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Tokyo Tech修士課程の入試
 「東工大 大学院 募集要項」で検索
 インターネット出願 紙の冊子版はありません
 日程などを含めて、募集要項で再確認を！！

https://www.titech.ac.jp/graduate_school/admissions/guide.html
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Tokyo Tech書類関係の質問はすべて書いてあります

不測の事態が発生したら?
新型コロナで対面試験が中止になったら?
住所を変更したら?
特別な配慮が必要な場合は?
出願書類については?
検定料については?
日本に入国できなかったら?

募集要項をお読みください
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Tokyo Tech
新型コロナウイルス感染症の影響により対面試験を
中止する場合の公表スケジュール
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Tokyo Tech出願書類に関する注意・検定料に関する注意
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Tokyo Tech外国籍の志願者への注意
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Tokyo Tech安全保障輸出管理

 As indicated in the application guidelines --- and though it 
has no impact on the admission decision --- under Tokyo 
Institute of Technology security export control regulations, 
which are based on Japanese law, security export control 
examinations are conducted prior to the hosting or 
acceptance of international students and researchers. 
Consequently, in cases where there is a possibility that 
activities are subject to controls, the Institute may require 
modification of proposed research or educational activities.

募集要項 p.4
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Tokyo Tech英語外部試験について

 外部英語テストのスコアシート
(2020 年 6 月 16 日以降に受験したもの) を
出願時 (6/9∼15) に提出してください

 ＊スコアシートの有効期間は募集要項で必ず再確認＊
 出願後の再提出はできません
 スコアシート (Official Score Certificate) は
原本のみを受け付けます。
ウェブサイトでダウンロードして印刷したものは受理されません

 TOEIC L&R で出願に間に合う最後のものは以下のものです
申し込み 3/14（月）15:00〆切
試験 4/24（日）午後、結果発送予定 5/24 (火)

 TOEIC L&R 以外の試験についてもスコアシートの原本の郵送日程
を確認してください
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Tokyo Tech学院・系・コース

情報理工学院
数理・計算科学系
 数理・計算科学コース
 知能情報コース
情報工学系
 情報工学コース
 知能情報コース
 ライフエンジニアリングコース

 異なる系の併願はできません
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Tokyo Tech

出願

A日程

B日程

募集要項 p.2

数理・計算は
B日程のみ
情報工学は
A日程B日程両方

B日程の
筆答試験は
大岡山キャンパス
の予定です。
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Tokyo Tech数理・計算科学系の修士入試課程

すべての志願者がB日程です
筆答試験：８月１７日（水）
口頭試問：８月１９日（金）～２０日 (土)
口頭試問受験資格者のみにオンラインで口頭試
験を行います（スケジュール詳細は８月１８日
にメールで送付予定です）
改まった/畏まった服装をする必要はありません

入学後は「数理・計算科学コース」を履修
高安研と室伏研のみ「数理・計算科学コース」
と「知能情報コース」が選択可能
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Tokyo Tech数理・計算科学系：出願時の注意事項

出願前に必ず第１志望の教員に相談
してください

志望指導教員欄は第１０志望まで
入力できます
 枠が足りない場合は出願サイトの
「系・課程の指定する入力項目」に教員名を
カンマ区切りで入力してください

 すべての枠を埋める必要はありませんが、
配属されても良いと思える教員はできるだけ入力
してください

出願書類の差し替えは認めません
（英語外部テストのスコアシートも含む）
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Tokyo Tech

出願

A日程

B日程

募集要項 p.2

数理・計算は
B日程のみ
情報工学は
A日程B日程両方
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Tokyo Tech情報工学系：出願時の注意事項
 Q:情報工学系は、志望する研究室に連絡を取る必要はありま
すか

 A:連絡を取ることで合格しやすくなったり、志望研究室に入
りやすくなることは全くありません。ただし、第1志望の研究
室に入れない志願者が少なくないことを考えると、少なくとも
第3志望の研究室くらいまでは研究内容(分野名だけでなく、実
際にやっている詳しい内容)をパンフレットや研究室のWebサ
イトでよく調べたり、必要に応じて教員にメール等で聞いて確
認しておくことを強くお勧めします。大学院は学部のような授
業中心ではなく、研究室での研究が中心です。自分のやりたい
研究テーマの研究室を選ぶことが非常に重要です。志願者の興
味と研究室の研究テーマのミスマッチが起こると、合格したと
しても辛い学生生活になってしまいますし、入試で決まった研
究室を変更することは基本的にできません。とりあえず教員に
挨拶のためだけにメールを出すのは止めてほしいですが、研究
内容を深く知るために問い合わせることは歓迎します。
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Tokyo Tech情報工学系：必要書類

募集要項p.5-6とp.48を参照
志望理由書と英語スコアシートに注意

募集要項 p.48
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Tokyo TechA日程・B日程



募集要項 p.48

筆答試験受験
資格者のみ受
験できます
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Tokyo Tech博士課程の入試

志望指導教員と研究計画や授業履修計画など
を出願前に相談してください
 長期履修制度などもあります

必ず募集要項[冊子版]を入手してください
 願書は冊子版に閉じられています

出願期間は6月28日(火)～6月30日(木) 必着
郵送のみ
 できるだけ出願期間の初日に到着するようにして
ください

出願書類の差し替えはできません
 英語外部テストのスコアシートも含む
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Tokyo Tech博士課程の英語試験について

原則，出願時に外部英語テストのスコア
シートを提出してください（免除要件も
あります）
スコアシートを提出できない場合は志望
指導教員に相談してください（筆答試験
に代替できる可能性があります）
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Tokyo Tech入試に関する今後のアナウンス

入試課：「東工大 新着入試情報」で検索
系のページ：「東工大 数理計算科学系」or
「東工大 情報工学系」で検索

特に対面試験を実施できるかなどの確認を



21

Tokyo Tech質問があったら
まず募集要項を再度確認
大学院入試FAQ(日本語・英語)
「東工大 大学院入試 FAQ」で検索

書類や出願資格について→入試課に
募集要項の裏表紙参照

その他の質問→系の入試担当に質問
数理・計算科学系：is-nyushi@c.titech.ac.jp
情報工学系： cs-nyushi@c.titech.ac.jp
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皆さまの出願をお待ちしております
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